
 

今
か
ら
百
五
十
年
前
頃
の
通
信
方
法
と
し
て
は
飛
脚
が
全
国
を

走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
戦
国
時
代
か
ら
発
達
し
完

全
な
整
備
が
始
ま
っ
た
の
が
徳
川
家
康
の
代
か
ら
で
鎌
倉
時
代
に

半
分
位
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
た
の
を
江
戸
幕
府
が
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
拠
点
が
宿
場
で
こ
こ
で
は
千
住
宿
で
す
。
範
囲
は
南
千
住

・
中
村
町
・
小
塚
原
町
と
千
住
一
～
五
丁
目
と
掃
部
宿
・
河
原
町

・
橋
戸
町
か
ら
な
り
飛
脚
の
中
継
地
は
千
住
一
丁
目
に
あ
り
ま
し

た
。
問
屋
場
と
言
わ
れ
、
人
馬
を
常
に
用
意
し
て
置
き
飛
脚
人
足

が
二
人
一
組
で
走
る
か
人
足
一
人
と
馬
一
頭
で
走
る
か
の
方
法
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
大
阪
ま
で
は

一
般
飛
脚
だ
と
25
日
か
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
御
用
飛
脚
「
幕
府
の
大
事
な
御
用
の
場
合

に
は
昼
夜
、
夜
間
で
も
関
所
を
通
り
抜
け
ら
れ
て

約
550
㎞
を
３
日
間
で
届
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
よ
り
早
い
の
が
「
馬
早
飛
脚
」
で
し

た
が
交
通
事
故
が
多
く
幕
府
は
禁
止
し
ま
し
た
。

継
飛
脚
・
大
名
飛
脚
・
相
場
飛
脚
・
定
飛
脚
・
三

度
飛
脚
・
順
番
飛
脚
・
町
飛
脚
な
ど
出
来
て
、
幕
末
ご
ろ
に
は
北

海
道
の
最
北
の
地
か
ら
九
州
の
南
の
端
の
離
島
ま
で
全
国
組
織
と

な
っ
て
明
治
の
郵
政
事
業
へ
と
引
き
継
が
れ
発
展
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
日
光
街
道
は
日
本
橋
か
ら
室
町
・
浅
草
橋
・
蔵
前

・
浅
草
花
川
戸
山
谷
・
コ
ツ
通
り
千
住
大
橋
を
渡
っ
て
北
千
住
へ
。

因
み
に
北
千
住
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
の
は
駅
だ
け
で
地
域
の
地

番
は
全
て
「
千
住
」
だ
け
で
す
。
現
在
の
日
光
街
道
四
号
線
は
江

戸
時
代
は
下
谷
道
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

万
治
二
年
（
１
６
５
９
）
に
大
目
付
兼
道
中
奉
行
が
設
置
さ
れ
、

四
宿
五
街
道
が
公
用
道
路
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
奥
州
街
道
・
日

光
街
道
が
千
住
宿
、
東
海
道
が
品
川
宿
、
中
山
道
が
板
橋
宿
、
甲

州
街
道
が
内
藤
新
宿
の
五
街
道
が
幕
府
管
轄
と
な
っ
た
の
で
す
。

平
成
22
年
７
月
発
行
の
原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。 ☆六郎が語る☆
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

こ
れ
ま
で
内
科
（
血
圧
・
中
性
脂
肪
）
、
整
形
外

科
（
頸
椎
、
腰
椎
）
、
泌
尿
器
科
（
前
立
腺
が
ん
）

の
病
院
に
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
続
き
、

最
近
眼
科
に
初
め
て
か
か
り
ま
し
た
。
お
も
に

右
眼
が
か
す
ん
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
内
障
と
の
こ
と
で

し
た
。
６
月
に
手
術
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学

生

時

代

視

力

が
落

ち
た
の
で
、
メ
ガ
ネ

を

か
け
る
よ
う
に
な
り
、
世
の
中
こ
ん
な
に
す
っ
き

り
・
く
っ
き
り
見
え
る
ん
だ
、
と
感
激
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ボ
ヤ
ー
っ
と
し
た
画
像
・
風
景
を

見
て
い
る
と
、
頭
の
感
覚
も
ボ
ヤ
ー
っ
と
し
て
、

い
い
加
減
な
仕
事
を
し
て
い
た
ん
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

頸
椎

・
腰
椎

の
リ
ハ
ビ
リ
含

め
て
、
週

の
半

分

以
上
は
病
院
・
整
骨
院
通
い
で
す
。
去
年
の
私
の

医
療
費
は
２
６
万
円
超
で
し
た
が
、
今
年
は
も
っ

と
か
か
り
そ
う
で
す
。

病
院
・
整
骨
院
通
い

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
５
月24

日
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
ジ
ェ
ッ

ト
ス
タ
ー
で
熊
本
日
帰
り
旅
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
窓
か
ら
富
士
山
や
瀬

戸
内
海
、
そ
れ
か
ら
九
州
に
入
っ
て
く
じ
ゅ
う
連
山
の
景
色
を
楽
し
み
、
阿

蘇
く
ま
も
と
空
港
に
着
陸
後
、
市
内
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
熊
本
県
庁
で
下
車
。

庁
舎
内
の
郵
便
局
で
旅
行
貯
金
を
し
て
か
ら
、
歩
い
て
水
前
寺
上
江
津
湖
公

か

み

え

づ

こ

園
に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
日
の
熊
本
は
気
温
30
度
越
え
の
暑
さ
で
し
た
が
、

清
ら
か
な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
湖
の
ほ
と
り
で
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な

が
ら
心
地
良
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
八
丁
馬
場
停
留
所
か
ら
熊
本
市

電
に
乗
っ
て
、
地
震
復
興
半
ば
の
熊
本
城
が
見
え
る
通

町
筋
停
留
所
で
降

と
お
り
ち
ょ
う
す
じ

り
、
下

通
商
店
街
の
中
華
料
理
店
「
紅
蘭
亭
」
で
昼
食
。
熊
本
名
物
の

し
も
と
お
り

太
平
燕
（
春
雨
ス
ー
プ
）
の
付
い
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
ま
し
た
。
再

た
い
ぴ
ー
え
ん

び
大
通
り
に
出
て
、
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
浄
行
寺
停
留
所
で
下
車
、
坪
井
４

丁
目
の
裏
通
り
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
裏
通
り
は
少
し
変
わ
っ
て
い
て
、
片

側
は
車
道
、
も
う
片
側
は
熊
本
電
鉄
の
単
線
の
線
路
敷
に
な
っ
て
い
る
「
併

用
軌
道
」
な
の
で
す
。
電
子
音
で
は
な
く
、
「
♪
キ
ン
キ
ン
キ
ン
…
」
と
本

物
の
ベ
ル
が
鳴
る
レ
ト
ロ
な
踏
切
警
報
音
が
響
き
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き

た
の
は
南
千
住
で
見
覚
え
の
あ
る
電
車
で
す
。
一
昨
年
の
２
月
に
ひ
っ
そ
り

と
引
退
し
た
旧
・
営
団
地
下
鉄
の
03
系
車
両
が
、
短
い
２
両
編
成
に
改
造
さ

れ
て
、
遠
く
離
れ
た
熊
本
で
再
活
躍
し
て
い
る
の
で
し
た
。
写
真
を
撮
っ
た

後
、
乗
車
し
て
み
る
と
、
少
し
前
の
日
比
谷
線
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
懐
か

し
い
感
覚
で
し
た
。
旅
の
終
わ
り
に
、
市
電
の
終
点
・
健
軍(

け
ん
ぐ
ん)

町

(

ま
ち)

停
留
所
近
く
の
銭
湯
「
た
か
の
湯
」
に
入
っ
て
サ
ッ
パ
リ
し
、
番
台

脇
の
自
販
機
で
よ
く
冷
え
た
缶
ビ
ー
ル
を
買
っ
て
、
グ
イ
ッ
と
飲
み
干
し
た

の
で
し
た
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
日
は
、
定
休
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

※
最
新
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
店
頭
掲
示
、

お
電
話
で
ご
確
認
下
さ
い
ま
せ
。

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

五
街
道
と
飛
脚

梅
雨
入
り
前
の
「
熊
本
市
内
」
日
帰
り
散
歩
旅
行

６
月
～
７
月


